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〈論文内容の要旨〉
本研究は、システム化によって生起する食料問題の改善に向けて、共同体(コミュニティ)を
手がかりに、環境教育の理論と実践(方法)を探ることをテーマとしている。近代化過程での食
のシステム化を、ここでは 3 つの(地理的・時間的・社会的)遠隔化として捉え、食の「生産」
から「消費」までの総体が把握されにくいことを問題とする。そして、問題の超克のために、 (1)
「食べる」という食の消費的側面の非合理性への着目、 (2) 近代化とは異なる思考的立脚点の模索、
(3) システムへの対抗概念といった期待を、新しい「共同体」という概念に求めている。
第一章では、システム化された食の問題を幅広くとらえるための教育理念を提示しようとして
おり、「食環境」という概念を用いることで、食の問題を総体的に捉えうるとする。また、同概念
は食を通して環境という外部と、主体形成という内部の関係性をも視野に入れうると捉えている。
第二章では、食料生産において共同体が果たしていた役割を考察し、環境教育と「新しい共同
体論」との接合を検討している。「新しい共同体論」による近代社会批判や、「新しい入会」で提
起されたような多様な主体問の関係性に基づく資源管理の方法を参照しているが、それらの成果
を教育理論として組み込むためには、「主体」の問題を掘り下げる必要があるとしている。
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第三章では、食料消費の末端である家庭の食生活をとりあげ、その変遷から、食の「生産」と
「消費」をつなぐ環境教育の可能性や限界を論じる。ここでは、家族の解体と関連して、家庭の
食生活は転換点を迎えており、これまで理想とされてきた「家庭料理J r共食」という食生活が困
難となっていることを指摘している。「持続可能な消費」を家庭の食生活に求めるとするなら、ジェ
ンダー教育などの視点も取り込む必要があるとしている。
第四章では、食を通した社会変革の試み(社会運動)と、そこにおける食教育の考え方や実践を
取り上げている。運動を分析するため、市場志向とコミュニティ志向という枠組みから捉え直し、
特に、コミュニティ志向の運動は、近代の食料生産・供給システムに対して、オルタナティブな
方向性を示しているとする。
第五章と第六章は、自身の関わった実践を下敷きにした論考である。第五章は、幼児教育にお
ける農業体験学習を扱っており、地域内の連携による体験学習の取り組みと可能性を検討する。
そこでは、付随して生起してくる人的・物的資源の問題に対して、地域内の連携が解決手段とな
りうることを指摘する。
第六章は、都市農村交流の一環としての環境教育実践を取り上げ、連携のありようと、地域か
らみた都市の受け入れの実態を考察している。生活体験学習では、都市と農村を媒介する主体の
存在が重要であり、また既存組織自体の変容が必要であるといった点を指摘している。
最終章では、各章のまとめを行い、共同体をキーワードとして食を再考する意義を強調し、主
体と環境の関係を聞い直すことに一定の成果があったとしている。また、残された課題にも言及
し、理論と具体的な実践との統一性ある説明が不十分であること、「生産」と「消費」の問題は取
り上げることができたが「流通」については深めきれなかったこと、そして用語の正確性にも問
題が残されていることを指摘した。
〈論文審査の結果の要旨〉
論文審査の結果、以下の点が指摘できる。
第一に、食をめぐる環境教育を論ずるにあたり、教育学分野のみならず、社会学ないし社会科
学の知見を積極的に導入し、双方の架橋を目指した点が評価できる。なかでも共同体やコミュニ
ティという視角から議論を提起したことは、環境教育の分野でも新しい試みとして、先駆的な取
り組みとなるであろう。
第二として、食の問題を「生産」と「消費」を「つなぐ」視点から、 トータルに把握しようと
した点も評価できる。ともすれば、いずれかの局面に限定され、しかも政策やノウハウの議論に
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流れがちな従来の研究状況のなかで、より備轍する視点が保持されていて、近代化のプロセスか
ら問題を捉えることに一定程度成功している。
第三に、「つなぐ」という問題設定から、共同体(コミュニティ)に着目したことは、近代化批
判として、またグローバリゼーションのオルタナティブを模索するうえで、独創的な視点の導入
といえる。そして、事例の記述もこれと相補的な関係に置かれていて、一定の説得力もある。
上記のように、環境教育論の新たな知見を切り拓く研究ではあるが、いくつかの課題が残され
ている。とくに、食の近代的システムを越える際の中心概念として「新しい共同体論」という概
念を提示しているが、なぜ、「新しい共同体」なのか、その理論的検討とあわせて、概念の厳密な
整理という点でいまだ暖昧さを残している。また、共同体を論ずるのであれば、そして食をとり
あげるのであれば、共同体と「自然J との関係性を問わねばならないが、社会からの問いかけに
比して手薄の観がある。
審査の結果、以上のようないくつかの課題が指摘されたが、食を総合的に捉えようとする姿勢
と、社会学での共同体(コミュニティ)論を援用することで示された可能性は、これまで環境教
育学会でも未開拓のアプローチであり、その先駆性を評価できるものである。また、理論と実践
をともに重視し、両者の架橋を目指している点も評価できる。よって、本論文は博士(教育学)
の学位論文として合格と認める。
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